
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
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地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携 ○ 農・林・水産業 ○ 

地域医療、福祉・介護、教育 ○ 観光・交流 ◎ 

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境 ○ 

地域交通・情報通信 ○ まちづくり ◎ 

ふりがな よしい やすし 

氏名 善井 靖 

所
属 

名称 
 

well f.m.一般社団法人 

役職 ファウンダー・理事 

連
絡 

住所  
〒 231-0012 

神奈川県横浜市中区相生町 3 丁目 61 泰生ビル 2 階 （職場） 

連絡先 
公開 E-mail kikakuyakoumon[アットマーク]gmail.com 

 TEL 090-9011-1241 FAX  

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

「点を面に」「消滅を持続に」 あきらめを希望に変える地域活性化伝道師 

佐渡島出身。 

2004 年新潟県佐渡観光立て直し事業「佐渡百選」の企画運営に携わり、故郷佐渡島の危機

的状態を認識し、民間が主導する佐渡活性化活動に着手。2005 年、野口健佐渡環境学校を

招聘し、事業主体社として活動開始。2005 年、お笑い芸人を半年間佐渡に滞在させ、ネット動

画と blog で佐渡情報を毎日発信する「佐渡、お笑い島計画」をスタート。07 年「佐渡、お笑い

島計画」は、google 検索で吉本興業を抜く人気コンテンツとなり、民間主導の地域情報発信に

新たな手法を確立する。 

08 年からは「地域に手厚い」国家施策を組み取り、地域を元気にさせる活動を推進。山形県長

井市、秋田県男鹿市において「日本版 DMO」形成のアドバイザーを務め、行政職員、市民とと

もに、自律自走する「観光まちづくり」の実践を行っている。 

16 年からは、茨城県鹿行 DMO アドバイザーを務め、鹿行地域の魅力を生かした新たな観光

ブランドの創出や交流人口を増やすために、地域全体の観光マネジメントを一本化する目的

で、茨城県鹿行地区の 5 市（鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市）を中心に「アントラーズ

ホームタウン DMO」を設立した。日本で初めて、プロ球団が参加した DMO として注目を集め

ている。 

17 年には、観光庁後援の「観光マーケティング実務責任者養成講座」を開発し、DMO の為の

マーケティング責任者の養成を展開している。また、メジャーリーガーの大谷翔平選手やラグビ

ーの五郎丸歩選手らが飛躍するきっかけとなった目標達成のメソッド「原田メソッド」認定パート

ナーの資格を持ち、観光再生に向かう自治体・DMO 職員に対して「成功は技術である」を普及

啓蒙している。 

〇内閣府「地域活性化伝道師」・内閣府「クールジャパン地域プロデューサー」 

総務省「地域力創造アドバイザー」・観光庁「広域観光圏専門家」「世界水準の DMO 専門家」・
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農水省「農泊地域専門家」 

〇秋田県秋田市・三種町・能代市・男鹿市観光アドバイザー・山形県長井市アドバイザー 

〇アントラーズ ホームタウン DMO（茨城県鹿行地区 5 市）アドバイザー(歴任)、 

茨城県古河市、大阪府羽曳野市 DMO 推進アドバイザー・市川三郷町地域力創造アドバイザ

ー (歴任) 

◎環境省 中部山岳国立公園管理事務所 松本高山 Big Bridge 構想全体ファシリテーター

(歴任)          ◎長野県松本市アドバイザー・沖縄県南城市アドバイザー(現在) 

・JACE 認定イベント業務管理士一級 

・原田メソッド認定パートナー 

・SUPA 日本スタンドアップパドルボード協会 公認インストラクター 

 

著作・論文等 

ピーオーピー出版「企画屋道場」(展コミにて連載)・ピーオーピー出版「エモーショナルバリュー

のすすめ」(展示会と MICE にて連載)・イベント学会 15、16、17、18、19 年度研究発表 「エ

モーショナルバリュー 感情価値向上のマーケティングと地方創世の実際」・一般社団法人日本

地域広告会社協会『観光マーケティング実務責任者養成講座』(観光庁後援・テキスト作成)・一

般社団法人日本地域広告会社協会『古民家ツーリズムまちづくりプランナー』(テキスト作成) 

取組概要 

 

 うぶすな（2000 年 8 月～） 創業  現在、合同会社に組織変更。  

 事業内容：コンテンツ制作事業 

 資本金：5,178 万円、売上高：2.8 億円（10 年度）、従業員数：最大時 51 名 

・01 年、小泉内閣タウンミーティングネット中継イベント・プロデューサー 

・03 年、新潟県佐渡観光再生事業「佐渡百選」企画立案・事業プロデュース 

・05 年、「野口健、佐渡環境学校」招致・事業プロデュース  

～「佐渡お笑い島計画」企画立案・事業プロデュース 

・07 年、TOYOTA GAZOO MURA 事業プロデュース～農家民泊開発 

NTT「知恵の笑い」企画立案・事業プロデュース 

・10 年、秋田営業所開設・観光アプリ「おもてなび」企画立案・事業プロデュース 

・12 年、日本 web デザイナーズ協会より、グランプリ・審査員特別賞を受賞。 

         BtoB 広告協会より、web 部門銅賞を受賞。 

2007 年から 2010 年、トヨタ・ガズームラのコンテンツ開発担当として、全国の農家民宿・漁師

民宿の情報発信を指導。2009 年、金沢市で開催された「第１回ラグジュアリーライフスタイル国

際会議」の演出とハイエンドインバウンド向け映像制作を担当。 

2010 年度から秋田市観光アドバイザーに就任。観光あきた維新を掲げる市役所とともに、市

民参加型観光情報 サイトの構築、中国放送局を招聘し秋田地域産品と観光地の紹介を中国

および ASEAN 各国に衛星放送を通じて番組配信しながら、秋田産品の販路拡大とインバウ

ンド旅行開発を仕掛け、また、秋田に着地したインバウンド観光客に対しスマートフォンによる多

言語観光ガイドの仕組創りを行う。 

2016 年茨城県鹿行 DMO アドバイザーを務め、鹿行地域の魅力を生かした新たな観光ブラン

ドの創出や交流人口を増やすために、地域全体の観光マネジメントを一本化する目的で、茨城
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県鹿行地区の 5 市（鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市）を中心に「アントラーズホームタ

ウン DMO」を設立。 

DMO の自主財源を確保する手段として「DMO でんき」を開発し、鹿島臨海工業地帯に導入し

て、DMO 立ち上げ段階からの安定財源確保を成功させる。 

自らが開発した自律自走する観光地経営のメソッド「うぶすなソッド」を DMO 並びに DMO を

目指す自治体に指導。自らが開発した感情価値向上のマーケティング戦略「Emotional 

Value Marketing」の啓蒙普及セミナーの実施。「Emotional Value Marketing」は、イ

ベント学会にて、15 年から 4 年連続で学会発表を行う。 

19 年 11 月より、横浜市の助成金を頂き、「夜のバリアフリーマップ実証実験事業」 

を開始。障害を持たれた方、車いすの方等が「夜のまちを楽しむ為のガイドマップ」 

を web サービスとして提供し、横浜における「ユニバーサルツーリズム」を開始。 

2021 年環境省中部山岳国立公園・松本高山 Big Bridge 構想の全体ファシリテーター役と

して、松本から高山市一帯の 40 近い団体の意見取りまとめと戦略策定のリーダーを担当す

る。 

並行で、音声配信番組『耳活週刊 みんなの Big Bridge!』を開始し、音声による域内外のプロ

モーション活動を展開する。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 well f.m.一般社団法人 創業 ～ 理事（2022 年 3 月～現在） 

 事業内容：企画・コンサルティング事業 

 基金：70 万円、職員数：7 名 

well f.m.一般社団法人は、大学教授、ウェルネスツーリズム実践者、アドベンチャーツーリズム

実践者、管理栄養士、温泉療養士、内閣府地域活性化伝道師、メディア編集者等の理事で構成

される「ウェルネス」及び「ウェルネスツーリズム」の普及に特化した企画会社。２２年３月１日に設

立され、顧問をウェルネス研究、ウェルネスツーリズム研究の第一人者である荒川 雅志氏(国

立大学法人琉球大学 国際地域創造学部／観光科学研究科 教授・医学博士)が務めます。 

2022 年以降も旅行規制が続き、セルフケアやウェルネス、ストレス解消により多くの時間やお

金を費やしたいという消費者欲求が今後も高まると予測し、業態別にウェルネスツーリズム要素

を付加させるサービス【+ wellness 】あなたの事業に wellness をプラス! を提供開始し、

事業推進をより加速させる為、国立公園・国定公園内及び周辺の事業連携法人内に研究拠点

を全国五カ所に開設し、自然・人・地域とのつながりを創るツーリズム=「つながりツーリズム」を

創出します。 

◎well f.m 研究拠点(令和 5 月２０日現在) 

1) 沖縄 Lab  国立大学法人琉球大学 ウェルネス研究分野内 

2) 富士五湖 Lab  富士河口湖町西湖 くう株式会社内 

3) 増富 Lab  秩父多摩甲斐国立公園 株式会社塚原緑地研究所内 

4) 乗鞍 Lab  中部山岳国立公園 株式会社信州未来づくりカンパニー内 

5) 佐渡ヶ島 Lab  佐渡弥彦米山国定公園  旧浦川小学校隣接民家内                                                                                      

6)なかお・ななのと Lab 能登半島国定公園 一般社団法人ななお・なかのと DMO 内 

◎事業領域 
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A:ウェルネスツーリズム事業   

1)コンテンツ開発 2)食メニュー開発 3)事業コンサルティング 4)旅行業３種に基づく企画旅

行商品の提供 

B:メディア事業 

1)調査・政策提言 2)データ分析・提供 3)出版 4)広告事業 

C:人材育成・教育事業 

人材育成プログラムの開発、提供 

D:不動産事業 

エリア開発・古民家等高付加価値化による不動産事業 

◎提供サービス 

【+ wellness】あなたの事業に wellness をプラス! 

1) workation +  

2) ONSEN +  

3) Ryokan +    

4) Camp +  

5) D.M.O. +  

6) SAKE + 

7)「にげ旅 Ⓒ」+ 

8) 人材育成講座    

9) 事業コンサルティング 

10) メディア戦略策定・広告宣伝 

 

メッセージ 

23 年間経営者をやってきました。その間、IT バブル崩壊～リーマンショック～3.11 と幾度と

壊滅的な経営環境に追い込まれながらも、危機を乗り越えてきました。 

日本は、「起業しにくい国」です。なぜならば、経営者に対する連帯保証が厳しく、ダメだったとき

に再起が難しい国だからです。それは、ローカル都市であれば尚更都市のスケールメリットを享

受しにくく、起業が難しい状況であります。私は、自分の乗り越えてきた道を次世代の若者達に

伝え、日本各地から観光による地域再生を実践し、ローカル都市に光を指す事を、職業人として

の道として、全うしたいと考えています。 

56 歳にして、日本スタンドアップパドルボード協会認定インストラクター資格を取得しました。

海、河、湖、スタンドアップパドルボード(SUP)はどこでも展開可能で、海と山に囲まれた日本に

は最適な「水回りのスポーツ」です。観光による地域再生の手段として、SUP の普及を目指して

います。合わせて、まだ見ぬ「孫」や近所の子供たちに SUP を教える『SUP 爺さん』が近未来

の自画像です。 

22 年 3 月に well f.m.一般社団法人を創業し、人々が最も幸せに生きる= well-being の

状態を研究、ツーリズムという手段を通して、人々が生き生きと暮らせる日常を実現していま

す。well は well-being、f.m. は find myself の略。「最良の状態を自分で見つける」こと

を意味しています。職業人生の集大成を well f.m.一般社団法人で達成しようと日々奮闘して

います。 
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関連ホームページ 

◎well f.m.一般社団法人  

URL: www.wellnesstourism.co.jp 

・「増富発ウェルネスツーリズム・モニターツ

アー」 

https://www.hamakei.com/tieup/

7/ 

・「中部山岳国立公園南部地域×ウェルネ

スツーリズムの今とこれから」 

https://matsumoto.keizai.biz/hea

dline/3524/ 

・地域資源の新たな魅力「中部山岳国立公

園南部地域×ウェルネスツーリズム」 

https://matsumoto.keizai.biz/tieu 

活動エリア  


